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とが推測され， p=o→Al 結合が立体特異性重合に関与するのではないかと考えられ，第 2 編に


















中で AIMe3 と水とが反応したものは非品性重合体のみを与え， QOC でモノマー中に水が存在し
ていて， それと AIMe3 とが反応したときには立体特異性重合が進行することが認められ，少
なくとも 2 種の活性種が生成することが示唆された。前者はフリーのカチオン軍合の活性穫であ
る乙とが強く推測され，後者の立体特異性重合の真の活性種に関しては明確ではないが，化学量
論的には Me2Al (OAl (Me) ) nOAIMe2 が触媒種となると考えられる。 AIMe3 系の立体特異性重
合と Ph3P=O→AIMe3 系の重合挙動とを比較検討した結果， 乙の両者の立体特異性重合の活性
程は本質的に同じものと推測され， Ph3P=O は強い電子供与体として， フリーカチオン重合の
活性種を捕獲する作用を行なうと共に AIMe3 と水との反応をコントローノレする作用を行なって
おり， このととから， 立体特異性重合のみを進行せしめていると示唆された。 乙のことは，プ
ロピレンオキシドの重合を検討した結果からも ， Ph3P=O の特異な効果が現われ，強く支持さ
れた。
以上， 本研究の結果から， アノレコキシド生成と重合反応とは無関係であり， AIMe3 単独で触
媒活性を示さない乙とから，配位アニオン機構は誤りであるととが明らかになった。さらに水と






まず Ph2P02H と EtnAIC13-n (n= 1 ， 2 ， 3) の反応により Ph2P02AIEtnC12-n (n=Q, 1, 2) を合
成し，これがアセトアノレデヒドの重合に特異な立体制御作用を持つ触媒であることを見出した。
この原因が P=O→Al 結合に基く可能性を推定して錯体 Ph3P=O→A1R3 (R=Me, Et) の触媒
作用を詳細に検討した。比較のために配位子として (PhO)3P=O および Ph3P を持つ錯体を用
いて研究した結果，錯体の安定性と重合反応の立体制御作用の聞に平行関係のある乙とを見出し
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以上李君の研究は Ph3P=O ・ A1R3 を触媒としたアセトアノレデヒドの立体特異性重合反応を研
究対象として，反応の立体制御におよぼす諸因子を明らかにしたものであり，重合反応の化学に
寄与するところ多く，理学博士の学位論文として十分価値あるものと認める。
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